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大大
会会

第
8
回

笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

今
、
何
が
で
き
る
の
か
？

〜
支
え
合
う

　 

　
地
域
づ
く
り
〜

　

平
成
28
年
２
月
28
日
、い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
に
て

「
第
8
回
笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
名

を
越
え
る
福
祉
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
を
開
催

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
事

顧
問
・
教
授
の
市
川
一
宏
先

生
よ
り
「
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
」
と
題
し
、
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、「
今
日
、
地
域
に
は

引
き
こ
も
り
や
虐
待
、
貧
困
な

ど
、様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
が
複

雑
に
絡
み
合
い
、
社
会
的
に
孤

立
状
態
に
あ
る
方
も
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
地
域
の
福
祉
問
題

に
対
し
て
、
地
域
住
民
が
共
助

の
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
共
助

の
社
会
と
は
、
地
域
住
民
の
誰

も
が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
活
用
し
、
互
い
に
支
え
合
う

地
域
と
言
え
ま
す
。支
え
合
い

と
は
、一
方
的
に
援
助
し
、援
助

さ
れ
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、

お
互
い
が
一
緒
に
歩
む
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。」と
、
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、全
国
各

地
の
支
え
合
い
の
実
践
例
を
紹

介
し
た
上
で
、

「『
小
地
域
、
話

せ
る
、
活
か
す
、

や
り
が
い
、
育

て
る
、
協
働
』を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

笛
吹
市
で
も
支

え
合
う
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
！
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

基
調
講
演
後
、
市
川
先
生
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
事
業
者
、N
P
O
、民
生
委

員
児
童
委
員
、行
政
、社
協
と
、そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
笛
吹
市
の
地

域
福
祉
に
第
１
線
で
携
わ
っ
て

い
る
５
名
の
方
々
を
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
迎
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

と
市
川
先
生
と
の
や
り
取
り
を

通
じ
て
全
て
の
参
加
者
が
、支
え

合
う
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
、今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
笛
吹
市
に
お
け

る
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
二
部

第
一
部

社
会
福
祉
活
動
功
労
賞

長
き
に
渡
り
社
会
福
祉
活
動
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

岡
村  

君
子 

様
﹇
石
和
﹈

古
屋  

貞
次 

様
﹇
八
代
﹈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
坂  

里
惠
子 

様
﹇
八
代
﹈

窪
田  

芳
子 

様
﹇
春
日
居
﹈

千
野  

勝
子 

様
﹇
春
日
居
﹈

杉
田  

博
子 

様
﹇
甲
府
﹈

抱
っ
こ
s
a
s
e
隊 

様
﹇
石
和
﹈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

植
村  

詔
子 

様
﹇
石
和
﹈

笑
顔
お
と
ど
け
隊 

様
﹇
一
宮
﹈

職
員
感
謝
状

長
き
に
渡
り
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て

社
会
福
祉
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

芦
原  

法
子 

様

　
　
　
　
　
　﹇
社
会
福
祉
法
人
壽
ノ
家
﹈

篠
原  

か
よ
子 

様

　
　
　
　
　
　﹇
指
定
通
所
介
護
施
設
ひ
ま
わ
り
﹈

金
品
感
謝
状

本
会
に
10
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し

た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

早
河  

正
弘 

様
﹇
一
宮
﹈

雨
宮  

隆 

様
﹇
八
代
﹈

笛
吹
市
社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　
　
大
会
実
行
委
員
会 

様
﹇
市
内
全
域
﹈

株
式
会
社
飯
塚
工
業 

様
﹇
御
坂
﹈

有
限
会
社
タ
ナ
カ
設
備 

様
﹇
御
坂
﹈

八
代
仏
教
会 

様
﹇
八
代
﹈

株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場 

様
﹇
東
京
﹈

（
順
不
同
）

ルーテル学院大学
市川一宏先生

笛
吹
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
11
名
7
団
体
の
方
々
へ
、
笛
吹

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
早
河
正
弘
よ
り
表
彰
状
の
授
与
な
ら
び
に

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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篠本　耕二　さん

みさか
桃源郷公園

甲府国際
カントリークラブ

檜峰
デイサービス

カムイみさかスキー場

御坂みち

旧御坂みち

檜峰デイサービスの立ち上げか
ら関わった当事者であり、笛
吹社協（当時は御坂町社協）
職員として１８年間勤務。現在
は大学で教鞭を取っている。



社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、地
域
福
祉
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、多
く
の
企
業
・
事
業
所
の
皆
様

に
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
特
別
会
員
に
ご
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
口
５
千
円
以
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
法
人
会
員
様
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
御
　
坂

■
石
　
和

■
一
　
宮

■
境
　
川

■
市
　
外

■
石
　
和

■
御
　
坂

■
一
　
宮

■
八
　
代

■
境
　
川

■
春
日
居

■
市
　
外

■
石
　
和

 ６６



善意の寄付・寄贈の御礼

有限会社タナカ設備　代表取締役の田中三男様より、
「地域福祉のためにお役立てください」と、多額のご寄
付をいただきました。

笛吹市赤十字奉仕団石和分団 様 [石和]
▲  東芝クリーナー、レタースケール

株式会社飯塚工業 様 [御坂]
▲  100,000円

石和南小学校 様 [石和]
▲  タオル 50枚、石鹸 75個

御坂西小学校 様 [御坂]
▲  タオル142枚、石鹸73個

石和中学校PTA 様 [石和]
▲  33,110円

愛の一円玉募金（アピタ石和店 ）様 [石和]
▲  16,835円

笛吹ライオンズクラブ 様 [石和]
▲  10,000円

13,577,249円 （目標達成率102.7％）
皆様のご協力により目標額を達成することが出来ました。お寄せいただいた
募金は自分のまち（笛吹市）の地域福祉のために使われます。
ご協力、誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金のご報告

雨宮自動車興業株式会社　雨宮正寛 様 [一宮]
▲  40,000円

里吉五郎 様 [一宮]
▲  20,000円

ボランティアひまわりの会 様 [八代]
▲  15,000円

中島一也 様 [御坂]
▲  介護ベッド １台

田村隆史 様 [一宮]
▲  100,000円

古屋貞次 様 [八代]
▲  10,000円

八代更生保護女性会 様 [八代]
▲  3,000円

株式会社土橋製作所 様 [八代]
▲  タオル2箱（約200枚）、茶葉

公益社団法人山梨法人会 様 [山梨市]
▲  フェイスタオル270枚、バスタオル6枚、他

成島政彦 様 [一宮]
▲  100,000円

有限会社タナカ設備
代表取締役　田中三男 様 [御坂]
▲  2,500,000円

■
御
　
坂

■
一
　
宮

■
八
　
代

■
境
　
川

■
春
日
居

■
市
　
外
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「朗読奉仕員養成講座（全 12回）」
視覚障がい者の生活について理解し、朗読の基礎知識や読
み方を習得し、視覚障がい者が安心して生活できるように
することを目的とする。

▼ 日　時：平成２８年６月１日（水）～平成２８年８月２４日（水）
　　　　　  毎週水曜日  ＊８月１０日は休講となります。
▼ 時　間：午後７時３０分～９時
▼ 対象者：朗読に興味がある市内在住の方、または市内在勤の方
　　　　 で声の広報活動に協力していただける方。

▼ 講　師：武藤紀子氏
▼ 参加費：無料
▼ 定　員：２０名（定員になり次第締め切りとなります）

▼ 各講座の申込・問合せ先　
社会福祉法人　笛吹市社会福祉協議会　
障害者地域活動支援センター「ふえふき」
TEL：055-263-1777

「手話奉仕員養成講座（全 40回）」
聴覚障がいや聴覚障がい者の生活について理解し、手話の
基礎知識や日常生活に必要な表現方法を習得する事を目的
に開催します。

▼ 日　時：平成２８年６月１日（水）～平成２９年３月２２日（水）
　　　　午後７時３０分～午後９時

▼ 定　員：２０名（定員になり次第、締め切ります。）
▼ 参加費：テキスト代（3,150 円＋税）

参加者の感想
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